
常任委員会

4 気仙沼市議会だより　第22号
平成23年11月15日

常任委員会

5気仙沼市議会だより　第22号
平成23年11月15日

7　

気
仙
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

問　
根
拠
法
令
が
全
部
改
正

さ
れ
た
の
に
、
条
例
は
一
部

改
正
で
い
い
の
で
す
か
。

答　
根
拠
法
令
に
は
、
理
念

や
地
方
分
権
の
考
え
方
が
取

り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
内
容
は
変
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
一
部
改
正
と

し
ま
し
た
。

9　

平
成
22
年
度
気
仙
沼
市

土
地
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

問　
今
回
の
震
災
で
、
こ
の

会
計
は
今
後
ど
う
な
り
ま
す

か
。

答　
土
地
を
先
行
取
得
す
る

と
き
に
必
要
な
会
計
で
あ

り
、
震
災
前
は
ほ
と
ん
ど
執

行
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
、
先
行
取
得
事
業
が
出

て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

5　

気
仙
沼
市
災
害
弔
慰
金

の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

問　
子
が
複
数
人
い
た
場
合

や
兄
弟
姉
妹
が
同
列
に
い
た

場
合
、
弔
慰
金
は
按
分
し
て

支
給
す
る
の
で
す
か
。

答　
支
給
対
象
者
が
同
列
に

い
た
場
合
に
は
、
分
割
や
、

一
方
的
に
順
位
を
つ
け
て
支

給
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

1
人
の
方
を
決
定
し
て
い
た

だ
き
、
支
給
し
ま
す
。

6　

気
仙
沼
市
乳
幼
児
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

問　
対
象
と
な
る
人
数
は
何

人
で
す
か
。

答　
今
ま
で
の
6
歳
以
下
を

対
象
と
し
た
場
合
３
３
５
６

人
で
し
た
が
、
今
回
新
た
に

対
象
と
な
る
の
は
１
６
４
６

人
で
、
約
５
０
０
０
人
と
な

り
ま
す
。
こ
の
中
で
所
得
制

限
内
の
助
成
対
象
者
は
、
約

４
２
０
０
人
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

15　

平
成
22
年
度
気
仙
沼
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

問　
特
定
健
康
診
査
の
受
診

状
況
を
見
ま
す
と
45
歳
か
ら

75
歳
を
対
象
と
し
て
40
．

13
％
で
し
た
が
、
受
診
率
向

上
に
向
け
て
年
代
別
に
対
策

を
講
じ
て
は
い
か
が
で
す

か
。

答　
こ
れ
ま
で
年
代
別
の
受

診
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
年
度
か
ら
調
査
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

継
続
審
査
中
の
請
願

民
間
福
祉
団
体
の
拠
点
で
あ

る
社
会
福
祉
会
館
の
早
期
建

設
に
つ
い
て
特
段
の
ご
配
慮

を
賜
り
ま
す
よ
う
請
願
い
た

し
ま
す
。

８
月
22
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
請
願
人
に
出
席
を
求

め
意
見
を
聴
取
し
た
結
果
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
な
お
、当
局
に
対
し
、

震
災
復
興
計
画
へ
の
位
置
づ

け
を
検
討
さ
れ
た
い
等
の
附

帯
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

14　

平
成
22
年
度
気
仙
沼
市

魚
市
場
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

問　
魚
市
場
前
の
桟
橋
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大
き

く
被
災
し
て
お
り
ま
す
が
、

施
設
の
復
旧
の
方
針
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　
本
桟
橋
は
県
管
理
の
施

設
で
す
が
、
国
の
直
轄
事
業

と
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

て
復
旧
す
る
と
の
こ
と
で

す
。

問　
魚
市
場
南
側
の
C
・

D
棟
は
、
被
災
し
た
ま
ま

の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
施
設
の
復
旧
の
方
針
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
震
災
復
興
市
民
委
員
会

や
水
産
関
係
者
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
本
施
設
の
整
備

計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

15　

平
成
22
年
度
気
仙
沼
市

青
果
市
場
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

問　
青
果
市
場
の
卸
売
業
務

は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

施
設
用
地
を
民
間
へ
払
い
下

げ
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

答　
本
施
設
は
、
震
災
に
伴

う
、
支
援
物
資
の
倉
庫
と
し

て
利
用
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
市
有
地
の
有
効

利
用
の
観
点
か
ら
、
施
設
の

存
続
に
つ
い
て
早
め
の
判
断

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

16　

平
成
22
年
度
気
仙
沼
市

索
道
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

問　
亀
山
リ
フ
ト
は
大
震
災

に
伴
う
火
災
等
で
、
使
用
不

能
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
施
設
の
方
向
性
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

答　
本
施
設
は
環
境
省
の
補

助
制
度
を
活
用
し
、
解
体
す

る
方
向
で
協
議
し
て
お
り
ま

す
。

17　

平
成
22
年
度
気
仙
沼
市

唐
桑
半
島
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
事
業
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

採　

択

問　
現
在
、
津
波
体
験
館
と

い
う
名
称
で
す
が
、
東
日
本

大
震
災
後
の
、
本
施
設
の
あ

り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

答　
市
内
の
観
光
施
設
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
な

か
、
本
施
設
は
一
部
が
破
損

し
て
い
る
程
度
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
研
究
者
な
ど
も
来

訪
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
被
災
地
観
光
と
い

う
考
え
方
に
よ
り
、
情
報
発

信
や
誘
致
宣
伝
活
動
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

18　

平
成
22
年
度
気
仙
沼
市

駐
車
場
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

問　
南
町
海
岸
駐
車
場
は
、

震
災
に
よ
り
大
き
く
被
災
し

ま
し
た
が
、
施
設
の
方
向
性

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

答　
現
在
、
機
械
設
備
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
が
必
要
不
可

欠
な
駐
車
場
と
し
て
当
分
の

間
、
こ
の
状
況
で
運
営
し
て

い
き
ま
す
。

19　

平
成
22
年
度
気
仙
沼
市

公
共
下
水
道
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

問　
今
回
の
決
算
に
お
い
て

は
、
不
用
額
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
そ
の
原
因
は
何
で
す

か
。

答　
汚
水
施
設
管
理
費
で
約

３
５
０
０
万
円
以
上
の
不
用

額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
震

災
に
よ
り
終
末
処
理
場
の
機

能
が
停
止
し
た
こ
と
か
ら
、

電
気
料
や
委
託
料
な
ど
で
不

用
額
が
出
て
い
ま
す
。

29　

平
成
23
年
度
気
仙
沼
市

公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算

問　
終
末
処
理
場
の
今
後
の

見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

答　
終
末
処
理
場
の
本
復
旧

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
道
路

の
か
さ
上
げ
高
や
土
地
利
用

が
最
終
的
に
ど
う
決
定
さ
れ

る
の
か
、
様
々
な
ケ
ー
ス
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

31　

平
成
23
年
度
気
仙
沼
市

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

問　
今
回
、
時
間
外
勤
務
手

当
の
不
払
い
な
ど
の
労
働
基

準
法
違
反
に
よ
り
是
正
勧
告

書
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
、
こ
う
し
た
こ
と
を
起
こ

さ
な
い
対
応
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答　
災
害
対
応
に
よ
り
事
務

的
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
こ

と
や
、
市
全
体
で
の
統
一
的

な
対
応
の
た
め
に
一
般
会
計

職
員
と
同
じ
扱
い
と
し
ま
し

た
。
今
後
、
二
度
と
無
い
よ

う
に
対
応
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

32　

平
成
23
年
度
気
仙
沼
市

ガ
ス
事
業
会
計
補
正
予
算

問　
今
回
の
補
正
は
収
益
的

収
支
に
係
る
も
の
だ
け
で
す

が
、資
本
的
収
支
の
部
分
で
、

設
備
投
資
な
ど
行
う
考
え
は

な
い
の
で
す
か
。

答　
復
旧
可
能
な
箇
所
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
お
お
よ
そ

終
了
し
て
い
ま
す
。
残
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
鹿
折
、
弁

天
町
、
内
の
脇
な
ど
被
害
が

大
き
く
、
管
の
修
繕
が
で
き

る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

復
興
計
画
が
進
ま
な
け
れ
ば

手
が
付
け
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

総
務

  

教
育

　
議
案
は
、
本
会
議
で
の
審
議
の
後
、
各
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
審
査
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
太
字
は
議
案
番
号
と
議
案
名
で
す
。

常
任
委
員
会
審
査
か
ら

常
任
委
員
会
審
査
か
ら

民  
生

産
業

  

経
済

建  

設

水没した魚市場C・D棟

○陳情・要望等は次のとおり受理しました。

区分 陳情・要望等の趣旨

陳

　
　情

要
請

要

　
　望

番号

１

2

１

2

3

１

提　出　者

大浦地区防災集団移転促進事業期成
同盟会　

会長　熊谷　和裕
この度の東日本大震災によって甚大な被害を受けた、大浦地区の「防
災集団移転促進事業」による高台移転を求める陳情

旧気仙沼地方青果市場施設の一部を今後、九条一区自治会会館として
使用する使用許可の要望

東日本大震災により罹災した大沢地区民の生活基盤再建のため、安全
安心な高台地区へ住居の集団移転が実現されますよう要望いたします。

東日本大震災で壊滅的被害を受けた舞根地区の高台移転を進めていた
だきますよう切にお願い申し上げます。

長寿社会における自立した生活の実現を目ざす「シルバー人材セン
ター」への支援の要請

気仙沼湾は、気仙沼市終末処理場等下水処理施設が被災し、汚水が直
接湾内に流出及び、湾内に残る瓦礫からの油の流出により、漁場環境
の悪化が懸念されるため、早急に環境の改善を図り漁場としての機能
を回復するよう要望いたします。

舞根地区防災集団移転促進事業期成
同盟会　

　会長　畠山　孝則

九条一区自治会　
　会長　佐藤　友亮

気仙沼市唐桑町大沢地区防災集団移
転促進事業期成同盟会　

　会長　熊谷　光広

宮城県漁業協同組合
経営管理委員会　

　会長　菊地　伸悦

（社）全国シルバー人材センター事
業協会　

　会長　征矢　紀臣

○継続審査中の請願の結果は次のとおりです。

回 請願の趣旨

38

番号

１

請願者 結果

社会福祉法人　気仙沼市社会福祉協議会
会長　小野寺　徹

外４団体
民間福祉団体の活動拠点である社会福祉会館の早期建設について
特段のご配慮を賜りますよう請願いたします。 採択


